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Ⅰ　基本情報

指定期間

名称

指定単位

３　評価単位

札幌市旭山公園通地区センター運営委員会

令和５年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

施設数：１施設

非公募

募集方法

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運
営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセ
ンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信
頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い
手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁によ
る団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター
等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現
に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募とした
もの。

複数施設を一括評価の場合、その理由：

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 中央区市民部地域振興課（205-3221）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成15年3月15日 延床面積

札幌市旭山公園通地区センター 所在地 中央区南9条西18丁目1-32名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,325.87㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。

多目的ホール(300人収容)、和室(2室)、集会室(2室)、実習室、図書室、駐車場
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Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼電気、ガス、水道の使用については、照明、冷暖
房などの使用増加を意識して抑え、その節約に努め
た。
▼ロビーの床暖房は、あまり暖房効果がないため、
ガス代節約のため運転を停止した。
▼冷房や暖房の設定温度を札幌市に準ずるよう利
用者にもお願いし、併せて節電の周知に積極的に取
り組んだ。
▼廃油回収ボックスを設置し、市民の協力を得て食
用油の回収に協力している。
▼事務処理に関しては、コピーは両面印刷を基本と
し、環境に配慮した運営を行っている。
▼清掃業務の委託業者には、業務仕様書において
環境に配慮した用品を使用するよう明記している。
▼職員に対し、札幌市の環境マネジメント研修を実
施した。

所管局の評価

　施設の設置目的
及び管理運営の基
本方針の趣旨を職
員がよく理解し、円
滑な業務遂行がで
きた。

▼貸室業務の基本は、利用の平等性を維持すること
であるため、受付方法をはじめ、市から提示されてい
るマニュアルに基づく運営の徹底を図った。
　特に預り予約の際、重複があった場合は抽選とな
ることを事前に利用者へ周知している。

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

▼旭山公園通地区センターは、単なる貸館や図書室
を営む受け皿ではなく、コミュニティ活動の助長や生
涯学習普及振興のための戦略的施設として、以下
の基本方針に基づき施設の管理運営をしています。
⑴地域住民のコミュニティ活動助長のために、
　①地区センターが地域コミュニティづくり・連携づくり
の「場」となる。
　②コミュニティ活動の中心となる人材育成を図る。
⑵生涯学習の普及振興のために、
　①ニーズに合わせた自主講座や文化活動発表会
を開催する。
　②図書室の有効利用を図る。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　公平・公正な取扱
いは地区センター
への信頼の大前提
であり、また、利用
者の拡大に繋がる
大切な要件である
ため、運営にあたっ
てはこの取扱いを
遵守し適正に対応
することができた。

　一部賃金台帳の
記載事項等に不
足があり、改善指
導を行ったが、速
やかに修正が行
われ、適切に管理
されていることを
確認した。
　その他の項目に
ついて、基本方針
を基に、適切に管
理運営が行われ
ていると認められ
る。
　また、研修を行
い人材育成に努
めていることや、
アンケートを活用
し利用者の要望
等を把握しなが
ら、業務に反映さ
せようとする姿勢
は評価できる。

　札幌市の環境マ
ネジメント研修等を
通じ、職員全員の
共通認識の下、利
用者の協力も得な
がら、地球温暖化
対策及び環境配慮
の推進に努めた。

▼運営委員会の下に事務局を設置。仕様書に基づ
き、統括責任者(館長)、館長職務代理者、事務職
員、図書室職員、パート職員等必要な職員を配置し
ている。
▼業務分担、指揮命令系統、緊急連絡網を規定し、
周知している。
▼研修計画に基づき、職員を対象にして必要な研修
を行った。受付実務及び接遇研修などを実施し、自
己啓発の一助としている。
▼近年の物価上昇に伴い、職員に対する給与改定
を行った。

　管理運営組織の
確立については、業
務仕様書等に基づ
き適切な対応がで
きた。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）
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▼どうすれば利用者のリピーターを増やすことできる
かを考慮し、利用しやすい環境整備が最優先である
旨を事務局全員で確認し、その具体化に鋭意努力し
ている。
▼公平に利用してもらうためには、数々の約束事が
必要であり、利用者の理解と協力を得るため努力し
ている。
▼日常業務を円滑に実施するため、各種規程類や
管理運営マニュアルを確実に理解し、職員が統一し
た正しい取扱いを行えるよう、情報の共有化を図っ
ている。

　利用者への貸出
備品の更新や改
修、施設の補修箇
所の速やかな修繕
など、利用者が使
用しやすい施設とな
るよう、管理水準の
維持向上に努力し
た。

　運営協議会は、管
理業務等仕様書に
基づき４回実施し、
業務報告や利用者
アンケート結果報
告、指定管理者業
務に係る重点課題
等について意見交
換や協議を行った。
　運営協議会の協
議内容については、
施設内に掲示し、広
く利用者に周知し
た。

開催回

第３回
（12月16日）

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

・施設利用状況
・令和６年度事業報告
・令和７年度事業計画(案)
・令和６年度決算見込
・令和７年度予算(案)
・利用者アンケート調査結果

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

第１回
（7月1日）

第２回
（9月30日）

協議・報告内容

第４回
（3月24日）

＜協議会メンバー＞

▼以下の11種の業務について、札幌市の承認を得
て、第三者に委託して実施した。各業務とも、仕様書
に基づき着実に履行がなされた。なお、業務執行に
伴い責任者と緊密な連絡体制をとり、必要に応じて
指導・指示を行っている。①清掃②警備③エレベー
ター保守④自動ドア保全⑤消防設備保全⑥自家用
電気工作物保安管理⑦舞台装置保全⑧ガスヒート
ポンプ保全⑨建築基準法定期点検⑩外構緑地管理
⑪除排雪
▼夜間の利用受付及び案内業務を事務局職員では
なく、札幌市の承認を得て公益社団法人札幌市シル
バー人材センターへ業務委託し、契約どおりの履行
がなされた。

　委託業務について
は、的確な監督と履
行確認を行ってお
り、適切に管理し実
施することができ
た。

・令和５年度施設利用状況
・令和５年度事業報告及び収支決算
・令和６年度事業計画及び収支予算
・ちびっこサマーランドの開催
・今年度の協議会開催予定

・施設利用状況
・実施済事業状況
・今後の事業予定

・施設利用状況
・実施済事業状況
・今後の事業予定
・運営委員会事務局職員の給与改定
・コミュニティ施設の使用料見直し

（札幌市）中央区地域振興課長、地域活動担当係長
（指定管理者）会長、副会長、総務部長
（利用者団体）石心会代表、あすなろ代表
（地元自治会等）旭山公園通町内会長
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼要望・苦情対応については、速やかな対応を第一
に考え、職員間での情報共有を図りながら解決に向
けて努力している。
▼内容により札幌市と協議し、軽易なものは館長判
断で速やかに対応している。
▼貸室や備品に関する要望の中で、対応可能なも
のは速やかに処理している。
▼苦情については、「苦情処理簿」において、申し出
の趣旨を職員間で共有し、改善措置を実施してい
る。

　管理業務に関す
る帳簿等を整備し、
札幌市に定期的に
報告するとともに、
年２回札幌市の業
務検査を受けてい
る。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼日々の日報記載をはじめ、業務に関する記録を整
備保管している。また、事務室と図書室の業務状況
を業務日誌に記録し、館長が確認して業務改善に繋
げている。
▼当センター主催講座の終了時にアンケートを行
い、講座の満足度等を把握するとともに運営協議会
に内容を報告している。
▼12月に利用者アンケート調査を実施し、結果を集
計後、掲示板へ掲示し利用者にアンケート結果を周
知した。また、運営協議会に内容を報告している。

　資金管理や現金
取扱いは規程に基
づき適正に管理し、
税理士に確認・助
言・監査を委託し、
年２回札幌市の財
務検査を受けてい
る。
　なお、財務検査に
おいて指導を受け
た事項については、
速やかに改善を行
い札幌市に報告し
た。

　５月に受けた苦情
申出について、職員
間で共有し改善措
置を検討するととも
に、速やかに札幌
市へ報告し、今後
は同様の事例が起
きないよう十分に注
意している。

▼現金出納簿をはじめ、必要な帳簿を備え、収入・
支出決定書等所定の帳票を使用して、正確な現金・
預金管理を行っている。
▼現金等の取扱いについては、現金等取扱規程（平
成30年4月1日施行）に基づき、適正な管理が行われ
ているかを館長の毎日の点検により実施している。
▼コピー料金は使用記録簿を作成し、利用者ごとに
記載し、現金照合を経て金庫に保管している。
▼資金管理については、年度毎に収支その他経理
に係る帳簿を整備し、また、税理士に委託して会計
処理の確認・監査・点検を客観的に行っている。

▼年度初めに時間外労働・休日労働に関する協定
書（36協定）を労働基準監督署へ届け出ている。
▼職員の勤務時間は、１週40時間、１日8時間を遵
守している。
▼職員に対し、時間外労働を行った場合、法定割合
の割増賃金を支給している。
▼パート職員に対しては、北海道最低賃金以上の時
給を支給している
▼すべての職員が労災保険及び雇用保険に加入
し、１年に１回、定期健康診断を受診させている。

　労働基準監督署
による行政指導は
なく、法令で規定さ
れた基準を上回る
雇用環境を整備し、
適正に対処してい
る。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

▽　要望・苦情対応

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼運営協議会の審議内容については、協議会終了
後に、その要旨を１か月程度施設内に掲示し、セン
ター利用者に周知している。

　関係法令を遵守
し、雇用環境の維
持に取り組んでい
る。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

回数

2

2

4

5

2

4

1

6

4

4

4

チーズセミナー 15 16 1.1

40 57 1.4

フラダンス講座 10 16 1.6

みんなで歌おう！懐かし
の歌 120 150

包丁研ぎ教室 10

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

ピラティスでリフレッシュ 10 20 2.0
夏休み手作りラジオ工作
教室

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座等の学習機会の提供業務

12

ボランティアによる美術へ
の誘い 12 15

大人のメイクアップレッス
ン 10 20

▼スマホ講座（キャシュレス決済）等13講座・46回を
開催した。全講座の募集人数277名に対して応募人
数は369名（応募倍率1.3倍）であり、定員を増やした
講座もあった。また、受講者アンケートによると理解
度及び満足度については、ほぼ全ての講座が100％
と非常に好評であった。

スマホ講座
（キャッシュレス決済） 8 5 0.6

講座名 募集人数 応募人数 応募倍率

　地域の方々の文
化活動の拠点とし
て、幅広い年齢層
や多種多様なニー
ズに対応した講座
を企画・実施するこ
とができた。
　また、講座を通じ
て新たにサークルを
結成、又は既存の
サークルに参加す
るなど、更なる利用
者の増加に繋がっ
ている。
　なお、要求水準を
基に策定した事業
計画以外にも講座
を追加実施し、参加
者に好評を得た。

20

　年２回実施の定期
清掃や施設設備保
守点検等は、当該
作業時の利用者へ
の影響が最小限に
なるよう、計画的か
つ迅速に実施する
ことができた。

▼消防計画に基づき、９月と３月に自衛消防訓練を
実施し、施設内巡回、避難通路確保、誘導灯点検、
非常口の除雪等を行った。
▼来館者の緊急時対応としてAEDを備えており、受
付窓口や多目的ホール掲示板に設置マークの表示
をしている。また、職員が普通講習を受講し、必要時
に混乱なく作動できる体制を維持している。

▼利用者の安全確保のため、職員による開館前の
日常点検及び貸室利用後の再点検を必ず行い、設
備・備品の確認、清掃、忘れ物の点検を徹底した。
▼冬期間には、歩道・非常口の除雪や雪庇状態の
安全確認を実施し、併せて歩行箇所へ滑り止め用の
砂利撒きを行った。
▼突発的な事故や軽微な修理については、先に館
長が対応し利用者の安全確保に努めた。
▼拾得物については、事務室受付で展示をして、利
用者が拾得物を確認できるよう努めている。
▼損害賠償保険は、管理業務等仕様書に適合した
ものに加入し、講座や交流事業についても、その都
度損害保険に加入している。

　利用者が安全、安
心、快適に利用でき
るよう日常の維持
管理を徹底し、設備
保守業者や清掃業
者と連携をとりなが
ら管理に務めた。

スマホ講座
（ネットスーパー） 8

▽　防災

▼清掃、警備、除排雪、保守点検等については第三
者委託により実施し、日常的な連絡調整を通じて、
施設の快適な環境維持、不測の事故等の未然防止
に努めた。
▼緑地管理については、定期的に中庭の芝刈り、施
設回りの除草、樹木の冬囲い等を行った。特に花壇
は、近隣の住民の方々がボランティアとして定期的
に管理している。
▼施設の老朽化に伴い、修繕の必要な箇所につい
ては、その都度修繕を実施した。

6

2.0

1.3

0.8

こどもかけっこ教室

10 1.0

1.3

1.7

　仕様書に基づ
き、適切に管理運
営を行っており、
要求水準を満たし
ている。

　区民講座につい
て、年間講座数、
参加率、理解度及
び満足度等のほ
ぼ全ての項目に
おいて、要求水準
を達成している
他、応募倍率が高
い講座の定員を
増やすなど、柔軟
に対応し、計画以
上の講座を実施し
たことは評価でき
る。
　地域住民の交流
等を目的とした事
業及び施設無料
開放事業につい
ても要求水準を満
たしている。

　防災については、
重要な観点と考え
ており、法定の訓練
を実施し中央消防
署へ必要な届出を
行った。

5
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4

4

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

▼開室日数277日(前年度比3日減)、貸出冊数
103,681冊(前年度比2,875冊減)、返却冊数111,824冊
(前年度比2,279冊減)、利用者数34,879人(前年度比
1,381人減)
▼読書計画の参考にしてもらうため、カウンター前に
「新着図書案内」ファイルを置き、きめ細かく情報提
供をしている。
▼図書室見学授業として、幌西小学校２年生４クラス
が２班に分かれて6月28日に来館し、「みんなで使う
まちの施設」のテーマで職員が図書室業務について
説明を行った。

ピラティスでリフレッシュ 12 19 1.6

親子リトミック 10 15 1.5

▼ちびっこサマーランドは生憎の雨天となり、中庭で
行う予定だった遊びは中止となったが、乳幼児・小学
校低学年の子供たち75名、その父兄51名、関係団
体の協力員・ボランティア等55名の合計181名と予想
を大きく上回る方々に参加いただき、成功裡に終え
ることができた。
▼ふれあい文化祭は、ステージ発表としてコーラス、
ギターアンサンブル、ダンスなど日頃の練習成果を
発表し、ロビーにはフラワーアレンジメント、絵手紙、
習字、工作などの作品を展示し、来館者の目を引き
つけていた。
▼ふれあいコンサートは、アンダンテ・ウィンドアンサ
ンブルと幌西小学校合唱団とのコラボが大変好評と
の感想をいただいた。

▽　施設開放事業（無料）に関する業務

▼卓球・バトミントンの無料開放は、毎月第１月曜日
の午前区分で、開放予定日の２週間前時点で有料
貸予約があった場合は中止としたが、９回無料開放
を実施し、卓球178名、バトミントン64名の参加があっ
た。
▼ファミリーでの卓球・バトミントンの無料開放は、毎
月第１日曜日の夜間区分で実施予定だったが、有料
貸予約のため中止となることが多く、6回無料開放を
実施し、卓球43名、バトミントン43名の参加であっ
た。
▼ファミリーでのサッカー・バスケットの無料開放は、
毎月第３日曜日の夜間区分で実施予定だったが、有
料貸予約のため中止となることが多く、3回無料開放
を実施し、サッカー33名、バスケット26名の参加で
あった。

▽　図書業務

　地域の各種団体
の方々と地域の子
供たちが世代間交
流する機会、文化
祭・コンサート等の
実施は、コミュニティ
活動及び文化活動
の拠点としての地
区センターの役割を
十分果たすことがで
きた。

　地区センターの利
用促進のために実
施する無料開放で
あるが、無料開放
予定日の２週間前
までの有料申込が
多く、当地区セン
ター稼働率の高さを
実感した。

　ホームページによ
る「新刊本のお知ら
せ」や「新着図書案
内」ファイルの工夫
で、連日多くの図書
室利用者が来館し
ている。
　更に、魅力のある
図書室となるよう工
夫していきたい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

75.4

1,550

（5）施設利用
に関する業
務 R5年度実績 R6年度計画

4,702

▼講座やイベントの実施に際しては、先ず「広報さっ
ぽろ」や「札幌市イベント情報」に概要を掲載した。ま
た、ポスターやチラシの配布をまちづくりセンターに
協力依頼をしてPRに務めた。
▼地区センターだよりを年５回発行し、センター事業
の普及啓発た情報発信に取り組んだ。
▼ホームページの更新は事務局職員が行い、貸室
予約状況たイベント情報を提供し、サービスアップに
努めている。
▼ホームページは利用者の立場になって、ウェブア
クセシビリティの考え方に基づいて管理している。

（前回から継続指定のため、引継ぎ業務なし）

▼「地区センターだより」を３連合町内会へ回覧し、
利用促進に努めた。
▼人気のある講座を多く開催し、その後のサークル
活動としての利用促進に繋がるよう工夫している。

▽　利用件数等

件数(件)

多目的
ホール

▼該当事業なし

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

件数(件) 1,324 809 1,415

人数(人）

人数(人）

1,763

1,055

27,487

R6年度実績

30,700

80.1稼働率(％) 77.6

1,049

29,915人数(人）

集会室

▽　不承認0件、　取消し91件、　減免0件、　還付0件

▽　利用促進の取組

1,728 1,082

78.8

人数(人）

80.4

　多目的ホールの
件数は計画では時
間貸し件数を多く見
込んでいたが、通常
の区分貸しが増加
したことによる件数
減であり、利用料金
は増額となった。こ
れは、運動サーク
ルのリピーターが増
加したことによると
思われる。

　広報誌の発行や
ホームページの更
新など計画的な実
施ができた。また、
札幌市の広報誌以
外にも、新聞社等の
フリーペーパーへの
掲載依頼を積極的
に行った。

7,000 11,722

稼働率(％) 62.3

▽　広報業務

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

681

8,285 6,200

630 671件数(件)

53.9 61.2

4,100

（6）付随業務

稼働率(％)

8,912

稼働率(％) 57.8 43.5 61.7

和　室

実習室 5,190

11,966

48.6

件数(件)

▼当センターの施設維持管理業務に係る第三者委託及び物品
購入、修繕等は全て札幌市内企業に発注した。
▼夜間の案内業務等を公益社団法人札幌市シルバー人材セン
ターを活用し、業務を委託した。
▼経常的に使用する印刷物は、市内の社会福祉法人へ発注し
た。
▼市内の社会福祉法人による自然食品と天然酵母パンの月１
回の販売に館内のロビーを提供している。

　市内企業等の活
用を第一に考えると
ともに、高齢者や障
がい者の雇用環境
の場を広げることに
協力している。

　昨年度から変わ
らず、一定の水準
で稼働しており、
仕様書に基づき
適切に管理運営
が行われていると
認められる。

　仕様書に基づ
き、適切に管理運
営を行っていると
認められる。
　また、努力目標
であるウェブアク
セシビリティの対
応にとりくむ姿勢
は非常に評価でき
る。

適切に管理運営
を行っていると認
められる。

ｖ
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

結果概
要

・貸室について、今後の利用希望は98％、貸室料金
は96％、貸室利用時間区分は86％、事務局職員の
接客態度は99％の満足度をいただいた。
・図書室について、今後の利用希望は82％、職員の
接客態度は99％の満足度をいただいた。
・施設について、設備等の管理状況は99％、館内の
清掃状況は99％の満足度をいただいた。

実施方
法

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

・実施期間：令和6年12月2日～15日
・調査依頼件数：367件
・回答件数：298件
・回答率：81.2％
・実施方法：貸室利用者に対し、アンケート用紙を配
布して実施。

【意見】シニアが無料で毎日利用できることを望む。
【対応】使用料金は札幌市の条例で決められている
ため、希望に叶えません。
【意見】無料開放日を増やしてほしい。
【対応】無料開放日を毎月３日間（①一般の卓球・バ
トミントン、②家族での卓球・バトミントン、③家族で
のサッカー・バスケット）設定し、開放予定日の２週間
前時点で有料貸予約が無ければ無料開放を行って
おります。現在、多目的ホールの利用率は非常に高
いため、無料開放日を更に増やすと、仲間やサーク
ルで利用希望している方達の利用機会を減らすこと
となるため、現在の開放日での利用をお願いしてい
る。
【意見】駐車台数が少ない。
【対応】駐車場の拡幅は困難であることから、できる
限り公共交通機関や民間駐車場の利用をお願いし
ている。
【意見】ホールにクーラーを設置してほしい。
【対応】札幌市の予算上、設置は非常に困難である
とお答えしている。

　仕様書に基づ
き、適切な管理運
営が行っていると
認められる。利用
者からも高い水準
で評価されている
一方で、意見・要
望に真摯に対応し
ていることも、評
価できる。

　各項目に関して、
いずれも管理業務
等仕様書の要求水
準を超えている。
　「総合満足度（今
後の利用希望）」と
重要項目である「接
遇」や「清掃状況」
に対する満足度か
らは、当センターの
運営内容について
高い評価をいただ
けた。

ｖ
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

自主事業収入 0 0 0

指定管理業務支出 38,567 39,573 1,006

支出 38,567 39,573 1,006

自主事業支出 0 0 0

収入-支出 ▲ 2,037 ▲ 1,085

64 下記のとおり

▼個人情報の保護については、条例の規定に基づき適切に対
処している。
▼行政手続条例及び暴力団排除推進条例に係る調査や該当は
なかった。

71

純利益 ▲ 2,037 ▲ 1,156 881

▽　説明

▽　安定経営能力の維持

952

71法人税等

自主事業による利益還元

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼利用料金収入は、貸室の稼働率アップに鋭意取り組んだ結
果、計画に対して1,293千円の増額となった。
▼その他収入は、札幌市から光熱費高騰の補填等があり、計画
に対し665千円の増額となった。
▼支出では、人件費、外注費等の増加があり、計画に対し1,006
千円の増額となった。
▼純利益は、1,156千円の赤字となったが、計画に対し881千円
の増額となった。
▼指定管理業務による利益還元は、ホール下足収納棚(50千円)
の製作、ソフトバレー用ネット(5千円)、大型扇風機替羽(9千円)
の購入に要した額である。

（千円）

不適

利用料金 12,500 13,793 1,293

指定管理費

1,958

指定管理業務収入 36,530 38,488 1,958

収入 36,530 38,488

▼旭山公園通地区センター運営委員会は、自己の財産（土地、
建物、有価証券等）を持たず、唯一、地区センターの管理運営の
みを行う団体である。
▼財政状況は、利用料金収入が安定しており、加えて、経費の
削減に努めており、安定経営の基盤が整っている。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

0

【参考】 Ｒ６年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

その他 456 1,121 665

適 不適

適

　貸室の稼働率
アップや経費の削
減に取り組んだ結
果、計画時よりも
収支が改善されて
いる。
　また、指定管理
業務における利益
について、より便
利に利用してもら
えるよう、備品購
入等の形で還元し
ていることは評価
できる。
　しかし、収支状
況は計画よりも改
善されたものの、
純利益が1,156千
円の赤字となった
ため、収支状況を
改善し、適切な運
営管理に繋がるよ
うにしていただき
たい。

　利用料金収入は、
利用促進の取組成
果が現れ年々増加
しており、計画に対
し増額となった。
　また、支出につい
ては、経費の縮減
を念頭に置き、ほぼ
計画どおりの予算
執行ができた。

４　収支状況

23,574 23,574 0

▽　収支

項目 R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

ｖ

ｖ

ｖ
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Ⅲ　総合評価

　令和６年３月に行われた業務財務検査では、一部賃金台帳
の記載事項等に不足があり、改善指導を行ったが、速やかに
修正が行われ、その後適切に管理できている。
　なお、純利益については1,156千円の赤字となったことから、
適切な管理をお願いしたい。
　令和７年度では、無料開放事業の内容や回数を工夫するこ
とで、より多くの方に利用していただけることを期待していま
す。

　総合して適切な管理運営が行われていると認められ
る。
　区民講座事業では、多岐に渡るジャンルの講座を開く
ことで、幅広い住民が施設を利用したことや、指定管理
業務によって得られた利益について、利用者の立場に
立ち、備品購入等によって還元している点も評価でき
る。

総合評価 次年度以降の重点取組事項

▼統括管理業務及び施設・設備の維持管理業務につ
いては、管理業務等仕様書の要求水準を満たすこと
ができた。
▼事業の計画・実施業務については、区民講座及び
交流事業に関し目標値を超えた。ただし、無料開放事
業については、特に予定したファミリーでの開放日に
有料貸予約が多くあり、実施できないことが多かったこ
とは残念である。
▼利用者の満足度に関し、アンケート結果から高い評
価を得た。

▼今年７月からの料金改定に伴い利用率が減らないよ
う、講座等の開催に伴うサークル活動を応援し、新規利
用団体や個人利用の増加に努める。
▼利用料金収入が増収した場合、施設内の修繕箇所を
可能な限り措置し、施設や備品の良好な維持管理を目
指す。
▼無料開放の内容や回数を参加人数の多い種目に変
更し、無料開放に参加できる人が多くなるよう工夫してい
く。
▼利用者に親切で丁寧な対応を心掛け、心地よく楽しく
利用できる施設となるよう、職員のスキルアップを図る。

総合評価 改善指導・指示事項

【所管局の評価】

【指定管理者の自己評価】
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